
 

 

 

 

 

 

 

「二季」という言葉が流行語大賞候補に挙がっていました。本当に秋はずいぶん短く、あっとい

う間に冬が来た感じがします。 

寒い中でも、子どもたちは元気に活動に取り組んでいます。大休みや昼休みには廊下で縄跳びに

励んでいる子が多く見られます。しかし、インフルエンザ等の感染症も流行しています。体調が優

れないときは無理をせず体を休め、元気になったらまた学校で思いっきり学習や運動をして、ぐん

ぐん成長していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんな楽しんでくれるかなって心配だった

けど、みんなフレンドリーで、ジャンケン列

車では、いろんな人とすることができまし

た。はじめは全然笑っていなかった顔がみん

なニコニコになっていったのでよかったで  
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 〇 なかよし集会 
 １１月２７日（木）、なかよし集会が昼休みに行われました。運営委員会の児童がクイズ

を考え、縦割り班で協力して考えました。 

「ここはどこでしょうクイズ」では、校内にあるどこかの写真がスライドに映し出され、

低学年の子も生き生きと考えを発表していました。分かりそうで分かりにくい場所もあり、

とても楽しいクイズでした。 

班で１つのおやつを選び、ステージ上の係と同じおやつを示したら負けというゲームの「三

時のおやつ」も大いに盛り上がっていました。各班の班長さんも、盛り上がりを助けていま 

した。さすが６年生ですね。頼もしいで 

す。また、会の最後には低学年の子もた 

くさん感想を発表していました。みんな 

の活躍が至るところで光っていた集会で 

した。 

 

 〇 学校保健委員会 
 １２月４日（木）、学校保健委員会が開催されました。保健委員会の児童が「レジリエン

ス」をテーマに、劇などを交えながら全校児童に分かりやすく教えてくれるものでした。 

 「レジリエンス」とは「立ち直る力」のことを意味します。生きていれば、いろいろなこ

とが起こります。嬉しいこと、楽しいことばかりではなく、悔しいこと、悲しいこともある

でしょう。そんなとき、落ち込み続けているのではなく、また頑張ろうと思える力を鍛えて

ほしいということをみんなに伝えてくれました。 

 気晴らしの方法として、ダンスをみんなで踊りました。６年生が大きな声でかけ声をかけ

てくれて、学校全体が心を一つにして踊ることができた楽しい時間となりました。最高学年

が全体を盛り上げることができる啓蒙小学校は、とても素敵な学校だと改めて思いました。

ご参観いただいた保護者の皆さま、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 人権集会            
 １２月１日（月）、人権集会が行われました。今年は１２月１日から人権週間が始ま

りました。全校集会では、まず始めに「人を笑顔にする言葉は何でしょう。」と問いか

けました。１０年ほど前のある会社が実施したアンケートでは、「人を笑顔にする言葉」

の第 1 位は「ありがとう」だったことを伝え、「ありがとう」と言った経験などを話し

てもらいました。「ありがとう」は、言われた方も言った方も笑顔になれる言葉だと思

います。今年の人権週間では、「ありがとうの木プロジェクト」を全校で実施すること 

になりました。各クラスに掲示してある「ありがとうの木」は、 

実をぐんぐん付けているようです。温かい心の子どもたちがたく 

さんいるのが、啓蒙小のよいところです。 

～人権集会の感想より～ 

「みんながすてきなことばをつかえば、しあわせにすごせると思いま 

した。」（1年） 

「いつもより大きな声であいさつをしたり、ありがとうをいっぱい言 

ったりしようと思いました。」（3年） 

「今まで気づかなかったあらゆる『ありがとう』を気にしてみよう、 

と思いました。」（4年） 

「これまでのことを振り返ると、自分は今までだれかに何かをしても 

らって『ありがとう』と言う側だったことがわかった。これからは、言 

われる側になれるようになりたいなと思った。そのために、周りにより気を配ったり、積極的に

行動したりしようと思った。」（６年） 

〇 読書月間 

 １１月１７日から読書月間が始まっています。本を借りると「くじ」をもらえるという特典

があり、図書室は大賑わいでした。親子読書にも協力してくださり、ありとうございます。い

こいの広場には児童の感想の一部が掲示されています。 

 下のグラフは６月に児童（３～６年）が答えたアンケートの結果です。全く読まないと答え

ている児童が１０％程度います。ぜひ、この読書月間で読書の楽しさに触れ、本好きの子が増

えることを願っています。読書は、語彙を増やし、創造力を育んでくれます。創造力のある人

は、レジリエンスも高まると思います。 

 もうすぐ冬休 

み。室内で過ご 

す時間が多くな 

ると思いますが、 

本を読む時間が 

増えるよう、ご 

家庭でも言葉が 

けをしてみてく 

ださい。 


